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第４章 都市計画における評価項目及び評価の方法 

４.１  武豊町都市計画マスタープランにおける当該施設の位置づけ 

 武豊町都市計画マスタープラン(平成 17 年策定 目標年次平成 32 年)においては、

ごみ処理施設に関して、以下のような方針が掲げられている。 

 

「その他都市施設の整備方針 環境衛生施設」 

・ ごみ排出量の増加やごみの質の多様化、資源のリサイクル化等に対処するため、関係

機関と連携し、常滑武豊衛生組合における施設整備、現有施設の適正管理・運用を図

るとともに、広域的な処理施設について検討します。 

・ 一般廃棄物最終処分場の適正管理に努めるとともに、新たな広域処分場の確保をめざ

します。 

 したがって当該施設は、武豊町都市計画マスタープランの位置づけに基づいた施設

である。 

 

４.２  構想段階評価の対象となる候補地について 

 構想段階評価は、事業の位置、規模が決定していることから、建造物等の構造、配

置について、武豊町字一号地地内の約 5.0ha について行う。なお、評価項目によって

は、前掲 P11～13 に示す複数案について比較するものとする。 

表 4.2-1 複数案の内容 

案 煙突の高さ 施設の配置 

Ａ案 59ｍ 東寄り 

Ｂ案 59ｍ 西寄り 

Ｃ案 80ｍ 東寄り 

Ｄ案 80ｍ 西寄り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2-1 計画施設の配置計画案 

東寄り 西寄り
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４.３  都市施設・ごみ処理施設(一般廃棄処理施設)の評価分野 

 都市計画運用指針においては、都市施設の都市計画の構想段階の評価分野等につい

て、以下のように示されている。 

【評価分野・評価項目】 

① 基本的考え方 

 都市計画決定権者は、都市計画の構想段階評価を行うときは、都市計画法第１３条

の都市計画基準及び本運用指針に照らし、評価の対象となる都市計画に係る都市施設

等ごとに、以下をもとに、適切な評価分野、評価項目を設定するものとする。 

② 都市施設に関する評価分野等 

 「都市計画の一体性・総合性の確保」、「自然的環境の整備又は保全」、「適切な規模

及び必要な位置への配置」、「円滑な都市活動の確保」及び「良好な都市環境の保持」

を基本に評価分野を設定し、対象地域の状況や当該都市施設の特性等に応じ、分野ご

とに必要な評価項目を設定するものとする。 

 

ここでは、「都市計画の一体性・総合性の確保」、「自然的環境の整備又は保全」、「適

切な規模及び必要な位置への配置」、「円滑な都市活動の確保」及び「良好な都市環境

の保持」の 5 つの評価分野について評価するものとする。ただし、評価の項目によっ

ては、各評価分野で重複するものもある。 
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４.４  評価項目の設定 

（１） 都市計画の一体性・総合性の確保 

 都市計画運用指針では、「都市計画の一体性・総合性の確保」については、以下のよ

うに示されている。 

 

 都市計画は農林漁業との健全な調和を図りつつ、健康で文化的な都市生活及び機能

的な都市活動を確保するために定められるものであり、この目的の実現に向け、必要

と考えられる事項の全てに配慮して、個々の都市計画が総体として定められるもので

なければならない。また、定められる個々の都市計画の内容が、土地利用規制と都市

施設の計画との連携等、一体のものとして効果を発揮しうるよう総合的に決められる

ことが必要である。 

 

ここでは、上記下線部から以下のような評価項目を設定し、その評価の方法を設定す

る。 

評価項目 評価の方法 

農林漁業との健全な調和 事業実施想定区域は市街化区域であり、周辺は都市的土

地利用がされていることから、当評価項目は設定しな

い。 

健康で文化的な都市生活

及び機能的な都市活動の

確保 

事業実施想定区域での土地利用が、周辺での居住環境や

都市活動に影響を与えることがないか、現況及び将来の

土地利用方針との整合性、近接する居住地区・公益施設

や周辺交通への影響について評価する。 

土地利用規制と都市施設

の計画との連携等、一体

のものとして効果を発揮 

事業実施想定区域及び周辺の用途地域、都市計画道路等

の都市施設の計画について、当該施設立地における整合

性が図れており、当該施設の効果を十分に発揮すること

ができるか評価する。 
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（２） 自然的環境の整備又は保全 

 都市計画運用指針では、自然的環境の整備又は保全の意義については、以下のよう

に示されている。 

 

 近年では、都市部における貴重な緑地等の減少や都市住民の環境保全に対する意識

の高まりに対応し、都市計画において緑地等の自然的環境を整備又は保全する必要性

が高まっている。このため、すべての都市計画において自然的環境の整備（失われた

自然的環境の復元を含む。）又は保全に配慮し、必要なものを公園等の都市施設又は緑

地保全地域、特別緑地保全地区、緑化地域等の地域地区として決定していくことが重

要である。 

 

 これは主に、緑地、公園等の都市施設整備や、緑地保全に係る地域地区指定等につ

いて掲げているものである。当該施設は、緑地や地域地区指定に該当しないものの、

当該施設の性格上、周辺環境に対する十分な配慮を行う必要性は高い。 

 以上を踏まえ、ここでは以下のような評価項目、評価の方法を設定する。 

 

評価項目 評価の方法 

環境の自然的構成要素の

良好な状態の保持 

・大気質 

  硫黄酸化物 

  窒素酸化物 

  浮遊粒子状物質 

  有害物質等 
「計画段階環境配慮書」の評価

項目、評価方法による 

人と自然との豊かな触れ

合いの確保 

・景観 

  景観資源及び主

要な眺望点並びに

主要な眺望景観 

 なお、「計画段階配慮事項の選定及びその理由」「評価方法」については、後述参考

資料及び「計画段階環境配慮書」を参照のこと。 
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（３） 円滑な都市活動の確保 

都市施設であるごみ処理施設(一般廃棄処理施設)は、「円滑な都市活動の確保」のた

めに必要不可欠な施設であり、施設の立地自体が円滑な都市活動を向上させるもので

ある。一方で、当該ごみ処理施設の立地により、住民の都市活動への影響として、周

辺土地利用や周辺交通への影響は評価する必要がある。 

以上を踏まえ、ここでは、以下のような評価項目、評価の方法を設定する。 

 

 

 

 

 

 

（４） 良好な都市環境の保持 

都市施設であるごみ処理施設(一般廃棄処理施設)は、「良好な都市環境の保持」のた

めに必要不可欠な施設であり、施設の立地自体が良好な都市環境を保持する役割を果

たすものである。一方で、当該ごみ処理施設の立地による周辺の都市環境への影響に

は配慮する必要があり、都市環境に係る敷地内の緩衝機能について評価する必要があ

る。 

以上を踏まえ、ここでは、以下のような評価項目、評価の方法を設定する。 

 

評価項目 評価の方法 

敷地内緑地の確保 

事業実施想定区域内の 2 つの施

設配置案について、敷地内緑地

の配置の違いを比較評価する。 

 

評価項目 評価の方法 

周辺土地利用や周辺交通

への影響 

評価分野「都市計画の一体性・総合性の確保」の評価結

果を再掲する。 
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（５） 適切な規模及び必要な位置への配置 

 当該施設が適切な規模であり、必要な位置に配置されているかを評価するためには、

需要や経済性の観点から適切な規模であるか、都市計画の総合的な視点から適切な位

置であるかを評価する必要がある。ここで、経済性の観点については、単純に事業コ

ストだけでなく、既存施設の撤去、用地買収による事業期間長期化のリスクも合わせ

て評価する。 

 以上を踏まえ、当該施設の「適切な規模及び必要な位置への配置」については、以

下のようなの評価項目及び評価の考え方を設定する。 

 

評価項目 評価の方法 

需要に応じた適切な規模 事業実施想定区域内の 2 つの施設配置案について、必要

な処理能力を有する適切な規模であるかどうかを評価

する。 

事業コストの適正 事業実施想定区域内の 2 つの施設配置案について、事業

コストの違いを比較評価する。 

事業期間長期化リスク 事業実施想定区域内の 2 つの施設配置案について、既存

施設の撤去による事業期間長期化リスクを比較評価す

る。 

都市計画の観点からの位

置の適正 

評価分野「都市計画の一体性・総合性の確保」の評価結

果を再掲する。 
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参考－「計画段階配慮事項の選定及びその理由」 

表 4.4-1 計画段階配慮事項の選定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地又
は工作
物の存
在

地形改
変並び
に工作
物等の
存在

ばい煙
の排出

機械等
の稼働

汚水の
排出

廃棄物
等の搬
入及び
搬出

施設か
らの悪
臭の漏
えい

硫黄酸化物 ○
窒素酸化物 ○
浮遊粒子状物質 ○
粉じん等
有害物質等 ○
建設作業等騒音
施設からの騒音
道路交通騒音
低周波音
建設作業等振動
施設からの振動
道路交通振動

悪臭 特定悪臭物質、臭
気指数
水の汚れ(BOD等)
水の濁り（浮遊物
質量）
富栄養化
有害物質等

地形及び地質 重要な地形及び地
質

地盤・土壌 土壌環境
地下水の状況

地下水質

日照阻害
動物 重要な種及び注目

すべき生息地

植物 重要な種及び群落

生態系 地域を特徴付ける
生態系

景観 景観資源及び主要
な眺望点並びに主
要な眺望景観

○

人と自然との
触れ合いの活
動の場

主要な人と自然と
の触れ合いの活動
の場

廃棄物

残土その他の副産
物

温室効果ガス
等

温室効果ガス等

注1)○：計画段階配慮事項として選定したものを示す。
  2)網掛けは、「環境影響評価指針」の別表第1の参考項目を示す。

生物の多様性
の確保及び自
然環境の体系
的保全を旨と
して調査、予
測及び評価さ
れるべき環境
要素
人と自然との
豊かな触れ合
いの確保及び
地域の歴史的
文化的特性を
生かした快適
な環境の創造
を旨として調
査、予測及び
評価されるべ
き環境要素
環境への負荷
の量の程度に
より予測及び
評価されるべ
き環境要素

地下水の状況
及び地下水質

土地又は工作物の供用

地域の歴史的文化的特性を生か
した環境の状況

廃棄物等

                        　　　影響要因の区分

環境要素の区分

大気質

騒音及び超低
周波音

振動

水質

環境の自然的
構成要素の良
好な状態の保
持を旨として
調査、予測及
び評価される
べき環境要素
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表 4.4-2 計画段階配慮事項の選定理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

影響要因の区分 計画段階配慮事項の選定理由

大気質 硫黄酸化物
窒素酸化物
浮遊粒子状物質
有害物質等

ばい煙の排出 ごみ焼却施設の稼働に伴い、煙突から排出される排ガス
中に含まれる硫黄酸化物、窒素酸化物、浮遊粒子状物質
及び有害物質等により、周辺環境への影響が重大となる
おそれがあると考えられることから、計画段階配慮事項
に選定する。

景　観 景観資源及び主
要な眺望点並び
に主要な眺望景
観

地形改変並びに
工作物等の存在

近隣には不特定多数の人が利用する施設が存在するた
め、計画施設の出現により、景観に変化が生じ、周辺へ
の影響が重大となるおそれがあると考えられることか
ら、計画段階配慮事項に選定する。

環境要素の区分
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